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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

氏
名

黄

智
暉

こ
う

ち

き

本
論
文
は
、
曲
亭
馬
琴
（1767

～

1848

）
の
小
説
作
品
に
お
け
る
史
論
の
特
質
を
、
勧
善
懲
悪
の
理

念
お
よ
び
易
学
的
思
考
を
中
心
と
し
つ
つ
、
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、
第
一
部
「
勧

善
懲
悪
と
史
論
」
に
「
馬
琴
読
本
に
お
け
る
春
秋
の
筆
法
」
「
馬
琴
読
本
に
お
け
る
「
雪
恨
」
の
理
念
」

「
馬
琴
読
本
に
お
け
る
因
果
律
の
機
能
」
「
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』
の
翻
案
方
法
」
の
四
章
を
、
第
二
部

「
易
学
と
史
論
」
に
「
馬
琴
読
本
に
お
け
る
易
学
的
趣
向
」
「
馬
琴
読
本
と
五
徳
終
始
説
」
「
馬
琴
読
本

に
お
け
る
予
兆
・
卜
占
」
「
馬
琴
の
吉
凶
観
」
「
馬
琴
読
本
に
お
け
る
変
易
論
と
勧
善
懲
悪
の
交
渉
」
の

五
章
を
そ
れ
ぞ
れ
収
め
、
全
部
で
九
章
か
ら
成
る
。

第
一
部
は
、
馬
琴
小
説
の
勧
善
懲
悪
の
理
念
の
根
拠
が
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
『
女
仙
外
史
』
や
清
の
李

笠
翁
・
毛
声
山
ら
の
戯
曲
観
に
あ
る
こ
と
を
詳
細
な
作
品
分
析
に
よ
っ
て
確
定
し
、『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
『
椿
説
弓
張
月
』
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』
等
々
の
人
物
造
型
や
人
物
批
評
に
、
そ

の
理
念
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
『
新
累
解
脱
物
語
』
『
美
濃
旧
衣
八
丈
綺

談
』
に
お
い
て
確
立
し
た
因
果
応
報
・
輪
廻
転
生
に
よ
る
構
成
法
が
、
勧
善
懲
悪
の
理
念
と
あ
い
ま
っ
て
、

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
や
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
等
の
い
わ
ゆ
る
史
伝
物
読
本
に
見
ら
れ
る
馬
琴
の
史
論

へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
部
は
、
和
漢
の
多
く
の
史
書
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
馬
琴
小
説
に
も
易
学
の
影
響
が
強
い
こ
と

を
指
摘
し
、『
松
染
情
史
秋
七
草
』
に
お
け
る
戦
乱
の
予
兆
と
し
て
の
怪
異
現
象
や
『
近
世
説
美
少
年
録
』

に
お
け
る
大
内
家
の
没
落
等
に
、
易
学
的
な
思
考
が
極
め
て
強
く
出
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま

た
、
『
墨
田
川
梅
柳
新
書
』
等
の
前
期
の
作
品
に
も
五
行
生
剋
の
原
理
が
見
ら
れ
る
が
、
『
開
巻
驚
奇
侠

客
伝
』
に
至
り
、
南
北
朝
の
対
立
を
描
く
に
際
し
て
、
中
国
に
お
け
る
王
朝
交
替
の
易
学
的
な
解
釈
原
理

で
あ
る
五
徳
終
始
説
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
て
、
こ
の
作
品
に
、
馬
琴
の
易
学
的
史
観
の

達
成
を
見
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
馬
琴
の
易
学
的
思
考
は
実
生
活
上
の
判
断
に
も
及
ぶ
こ
と
、
ま

た
勧
善
懲
悪
の
理
念
と
易
学
的
思
考
が
馬
琴
の
中
で
一
つ
に
な
る
契
機
が
、
『
易
経
』
の
積
善
余
慶
・
積

悪
余
殃
の
理
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

従
来
の
馬
琴
小
説
の
研
究
は
、
『
椿
説
弓
張
月
』
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
等
の
史
伝
物
読
本
の
作
品
論

を
中
心
に
進
ん
で
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
個
別
の
作
の
典
拠
や
構
想
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
読
本

全
体
に
わ
た
る
馬
琴
作
品
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
、
史
伝
物
の
み

な
ら
ず
、
馬
琴
の
前
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
膨
大
な
読
本
を
精
読
し
た
上
で
、
読
本
諸
作
の
全
体
を
貫
く

も
の
と
し
て
馬
琴
特
有
の
史
論
（
歴
史
観
）
が
あ
り
、
そ
の
史
論
が
勧
善
懲
悪
の
理
念
と
易
学
的
思
考
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
が
、
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
儒

教
的
な
理
念
で
あ
る
勧
善
懲
悪
と
仏
教
的
な
理
念
で
あ
る
因
果
応
報
の
関
係
な
ど
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討

を
必
要
と
す
る
問
題
も
あ
る
が
、
そ
の
問
題
点
も
本
論
文
に
よ
っ
て
新
た
に
浮
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
本

論
文
の
意
義
の
大
き
さ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
審
査
委
員
会
は
、
本
論
文
が
博
士
（
文

学
）
の
学
位
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
。


